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Data-Driven Language; D3 L) を，利用者言語と実ハードウェアの聞に位置する中間言語と
してまず定式化し，最終的にこの言語の実行規則を最も効率よく実現する並列処理機構を模索する言語
主導形の手法が，高度並列処理実現に有効であることを示している。





第 4 章においては. D3L 1 :よって表現されるデータ駆動原理の一実現法について述べている。まず，
データ駆動原理による高度並列処理の実現には，柔軟な機能・負荷分散が必要であることを示している。
次に，機能・負荷分散が行える条件として .1) D3L プログラムの分割割当. 2) 適正なタスクレベ















て，一般的な処理の図的表記を可能とする図的データ駆動言語 CDiagrammatical Da ta -Dri ven 







により， D3 L によって記述される任意のプログラムに対して適用可能な方式を提案し，実験iとより高
度並列処理が実現しうることを示している。更に，対象とする D3 L プログラム構造から，各基本機能
を階層的なシステム上へ分割配置するための指針を半定量的に与えている。これらの結果は，大規模な
高度並列処理システムの設計を行う上で不可欠であり，実用上重要な意義がある。
以上のように，本論文は，図的データ馬区動言語による高度並列処理方式に関する基礎的また実際的問
題についてかなりの研究成果をあげており，電子工学ならびに情報工学に寄与するところが大である。
よって博士論文として価値あるものと認める。
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